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学習活動の設定 

ツールを活用した学習活動の設定 

 

 

 

 

 

 

  

年間指導計画や個別の指導計画等を基に，調整・見直しを図って学習活動を設定する際
に活用することができるツールを二つ作成しました。 

「場・人・ものマトリックス」と「学習活動（指導内容・方法）設定シート」です。 

１－６ 

年間指導計画等の確認 

年間指導計画に示された調整・見直し前の学習活動 

・プリントに書かれている絵を５まで数え，○で囲む。 

・おはじきを５まで数え，紙皿に置く。 

二つのツールの活用 

学習活動（指導内容・方法）設定シート 

授業実践 

場・人・ものマトリックス 

調整・見直し後の名取さんの学習活動 

・空の牛乳パック５個を，数唱しながらかごに入れる。 

・５までの数を数唱しながら，ストローを仕切りのある

ケースに入れていく。 

給食当番として，牛乳とストローを人数
分配ることができた。 
もっとできることを増やしていきたい。

ツール１ 

ツール２ 

学んだことを生かしている姿の実現 

ツールの活用を通してできること 

□児童生徒の生活を捉えること  （         と対応） 

□「学んだことを生かしている姿」を考えること  （         と対応） 

□育成を目指す資質・能力（各教科の目標及び内容）を明確にすること 

「育成を目指す資質・能力」を生活に結び付ける学習活動を設定することができます。 

ポイント① 

ポイント② 


